
 

 

 

 

 

 

 

６月１９日（土）東広島運動公園で行われた第 48回

呉・賀茂地区中学校ソフトテニス大会の団体戦に，本校

の女子ソフトテニス部が出場しました。この大会は，各

郡市の予選を勝ち上がった 26校（呉市 12校，東広島市

８校，安芸・江田島６校）で行われ，広島県中学校ソフ

トテニス選手権大会の出場権（ベスト８）がかかってい

ることがあり，熱戦が繰り広げられました。 

蒲刈中学校女子ソフトテニス部の１回戦は，江田島中

学校との対戦でした。１番手の越智・小寺組は小雨の中，

緊張しながらも頑張りましたが惜しくも３－④で負けて

しまいました。もう絶対に負けられない展開になりまし

たが，２番手の３年生ペア，丸山・沖原組が④－１で危

なげなく勝ち，勝負の行方は３番手に託されました。そ

して，３番手の岡本・花浦組が諦めない姿勢を見せ続け，

④－３で勝利し，見事１回戦を勝つことができました。 

２回戦の相手は，東広島市１位で第２シードの向陽中

学校でした。１番手の長迫・片川組，２番手の丸山・沖原組ともに力

およばず負けてしまい，２回戦敗退となってしまいました。しかしな

がら，強豪校と対戦できたという貴重な経験によって，次の目標がで

きたり，もっと上手になりたいと思ったりするなど，ソフトテニスに

対するモチベーションは高くなったと思います。これからも高いモチ

ベーションを保ちながら，練習方法に工夫を凝らして頑張ってほしいと願っています。 
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本校では，毎日，暑さ指数（ＷＢＧＴ）による情報を校舎出入り口に分かりやすく掲示し，注意喚起

していることをお伝えしていますが，先週は４日間に渡り，お昼の放送で熱中症に関する情報を提供し

たり，予防方法を伝えたりしました。 

現在，運動をしないときにはマスクを着用していますが，暑く

なると熱中症が心配になります。熱中症が心配されるときや，他

の生徒と身体的な距離が確保できるときなどはマスクを外すと

ともに，健康観察・帽子の着用・こまめな水分補給など，熱中症

の予防対策をしっかり行いましょう。 

 

 

 

 

本校の卒業生，松浦 阿弥 先生が，３週間の教育実習を終了さ

れました。専門教科の美術科はもちろん，道徳の授業や１年生の学

級指導，部活動など多くの指導を積極的に担当していただきまし

た。また，２・３年生の美術の授業では，国宝である「鳥獣人物戯

画」を教材に，生徒一人一人がお気に入りの部分をアレンジして，

みんなに発表するという大変面白い授業をされていました。優し

く落ち着いた話し方はたいへん聞きやすく，指示も的確にされていまし

た。今後は，生徒の心に寄り添う先生になってほしいと思っています。 

生徒のために一生懸命指導していただき，ありがとうございました。 

 

 

呉市においても市内数カ所で生理用品を配布することになりました。学校においても児童生徒に提供

できるよう，本校では保健室に常備しますので，お困りの場合は養護教諭に御相談ください。 

※ 市内配布場所：呉市役所１階 市民相談室 ，呉市役所２階 自立支援室 

すこやかセンターくれ３階 呉市子育て包括支援センター えがお 

これからは熱中症に気を付けて 
～お昼の放送で熱中症予防を呼びかけました～ 

教育実習が終わりました 
～松浦先生，ありがとうございました～ 

保護者の皆様へ 


